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第５学年 道徳科学習指導案 
                                 児 童 ５年２組 １９名 

                                 指導者 堤内 賢太 

 

１ 主題名 「理解し合う心」 Ｂ［友情，信頼］ 

  教材名 心のレシーブ（東京書籍「道徳５年 新しいどうとく」P.104-107） 

 

２ 主題について 

(１) 価値について 

本単元における内容項目Ｂ「主として人との関わりに関すること」の「友情，信頼」は「友達

と互いに信頼し，学び合って友情を深め，異性についても理解しながら，人間関係を築いていく

こと。」をねらいとしている。この内容項目は，中学校では，「友情の尊さを理解して心から信頼

できる友達をもち，互いに励まし合い，高め合うとともに，異性についての理解を深め，悩みや

葛藤も経験しながら人間関係を深めていくこと。」に発展していく。 

望ましい人間関係は，互いに協力し合うことから始まるものであり，信頼し，助け合う中から

真の友情が生まれていく。相手のことを思い，理解しようとすることは，よりよい友達関係を築

いていくうえではなくてはならないことであることに気付かせるようにしたい。 

この時期の児童は，これまで以上に友達を意識し，仲のよい友達との信頼関係を深めていこう

とする。また，流行などにも敏感になり，趣味や嗜好を同じくする閉鎖的な仲間集団をつくる傾

向も見られる。そのため，友達関係での悩みをもつことが，今まで以上に増えるようになる。そ

こで，友達同士の相互の信頼の下に，協力して学び合う活動を通して互いに磨き合い，高め合う

ような，真の友情を育てるとともに，互いの人格を尊重し合う人間関係を築いていきたいと考え，

本教材を設定した。 

 

(２) 児童について 

本学級の児童は，男子 13 名女子 7 名で，1 学期前半には，休み時間に男女で誘い合って遊ぶ

姿が見られており，良好な関係を築けていた。しかし 2 学期になると，誘い合って遊ぶことが少

なくなり，授業中に異性とペアになって活動することを嫌がる児童も出てきた。高学年になり，

少しずつ異性を意識し始めている。これまでの道徳の学習を通して，相手の気持ちを考えること

のよさについて考える経験を重ねてきたことで，徐々に思いやりの心が育ってきている。しかし，

自分の考えや感覚を当たり前のこととして友達と接してしまい，悪気なく相手を傷つけたり，互

いの思い違いからけんかに発展したりする場面もたびたび見られる。 

今回の授業では，資料の中の男女の登場人物それぞれの立場になり，互いの違いを受け入れ，

よさに気付き、目標に向かってまとまっていこうとしたその思いを問う。そして，男女のよりよ

い関係づくりのために互いを理解しようとする姿勢を身に付けさせたい。 

 

(３) 指導にあたって 

    「深める・つかむ」段階では，バレーボールの試合に勝ちたいと強く思っている陽子が，やる

気の見えない直希と良夫の態度に苛立っている気持ちを考えさせる。また、直希から言われた「良

夫さんだって頑張っている」という言葉が引っかかる陽子の気持ちを考えさせることを通して、

相手の気持ちを考え始める陽子の気持ちの変化に気付かせたい。その際，「心の距離メーター」を

用いてネームプレートで児童の考えを可視化し，それをもとに陽子の男子に対する気持ちを語ら

せたい。そして、物語を通して陽子が変わった要因を問うことで，友達と分かり合うには、互い

の違いを認め、よさに気付くことが大切だと気付かせたい。 

    「見つめる」段階では，自分のこれまでの友達との関わり方を具体的な場面で振り返り，これ

からの生活の中で友達との関係づくりで大切にしたいことを考えさせたい。 
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３ 本時の指導 

(１)  ねらい 

男女が互いに理解し合い，よさを認め合いながら人間関係を築いていこうとする心情を育てる。 

（２）研究仮説の具現化に向けた手立て 

①自我関与のさせ方の工夫 

場面 ねらい 手立て 

やる気のない男子に不安を高める陽

子 

やる気のない男子に対して苛立

っている陽子の気持ちに共感させ

る。 

一人ひとりが心の距

離メーターを用いて，

ネームプレートで心の

距離を可視化 

  ②多面的・多角的に考えさせる場のあり方 

場 ねらい 手立て 

「良夫さんだって，がんばっている」

という直希の言葉が心に引っかかる陽

子 

相手の気持ちを考え始める陽子

の気持ちの変化に気付かせる。 

・心の距離が近づいて

いく度合を板書で可

視化 

・男子の思いを想像し，

板書に残す 

  ③自分を振り返られる工夫 

発問 ねらい 手立て 

男女で協力して活動したときのこと

を思い出して，その時の自分はどんな

様子だったか振り返ってみましょう。

また，これから大切にしていきたいこ

とを書きましょう。 

男女で活動した経験を振り返

り，よい関係づくりのためにこれ

から大切にしていきたいことを考

えさせる。 

・ワークシート 

・全体での意見交流 
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（３）展開 

  
学習内容と主な発問 期待される児童の反応 

指導上の留意点 

（留意点〇評価★） 

導
入 

気
づ
く
５
分 

１ 「心のレシーブ」の意味を考えどん

な話か想像する。 

 

〇「心のレシーブ」とはどのような意味

でしょう。 

 

 

・心を受け止める 

・心をつなぐ 

・気持ちを伝える 

〇レシーブの説明は
クラスのバレーを
習っている子にし
てもらい全体で確
認する。 

・題名の意味を考
え，物語の内容を
想像させる。 

展
開
前
段 

深

め

る                   

 

つ

か

む             

 

 

 

 

30

分 

２ 本時の話し合いの方向性を確認す

る。 
 
３ 「心のレシーブ」を読んで話し合う。 
 
（１）男子のやる気のない態度に不安が

高まる陽子の気持ちに共感する。ま
た，陽子が男子の気持ちを考えてい
ないことに気付く。 

 
〇陽子は，やる気のない直希と良夫に対
してどんなことを思ったでしょうか。 

 
 
（２）陽子の気持ちの変化に気付く 
 
◎「良夫さんだって、がんばっている」
という言葉が心に引っかかっているの
はどうしてでしょうか。 

・直希はどんな気持ちでこの言葉を言っ
たのでしょう。 

 
 
 
 
〇ここまで陽子が変わったのはどうして
でしょう。 

 
 
 
 
（３）チームがまとまった要因に気付く。 
 
〇女子と男子の良さはどんなところでし
ょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・男子 2人は悩みの種 
・私たちは本気で勝ち
たい 

・真面目にやってほし
い 

 
 
・良夫の頑張りに気付
けていなかった。 

・自分は相手の気持ち
を考えていなかった
かもしれない。 

・自分なりにがんばっ
ている 

・良夫のがんばりを分
かってあげてほしい 

 
・１組の人たちの話を
聞き， 

・男子のがんばりに気
付いたから 

・自分の悪かったとこ
ろを認めることがで
きたから 

 
・互いのよさに気付い
た 
女子→真剣に勝ちた

い，相手を認めて
謝った 

男子→しっかり練習に
取り組む，女子の
思いに付いてい
った 

・教材を読む前に簡

単に登場人物の人

物像を確認する。 

 

 

・勝ちたい陽子が，男

子に苛立っている

ことに気付かせ

る。 

・「心の距離メータ

ー」を用いて，自分

の考えをネームプ

レートで黒板に示

す。 

〔手立て１〕 

・男子の気持ちにも

触れながら，自分

勝手だったことに

気付き始める陽子

の変化を捉えさせ

る。〔手立て２〕 

★陽子の変化を自分

なりに考えて記述

している 

（ワークシート・発

表） 

 

 

 

 

・それぞれによさが

あり，互いがそれ

に気付くことがで

きたことを捉えさ

せる。 

まとまったチームになるために・・・ 
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展
開
後
段 

み
つ
め
る 

７
分 

４ 自分自身を見つめ，互いの意見を交

流する。 

 

〇今日の学習をどんなところでいかせる

と思いますか。 

・お楽しみ会で何をや

るか決めるときに，

みんなの意見を聞

く。 

★これからの生活で

生かせそうなこと

について考え，記述

している。（ワーク

シート・発表）〔手

立て３〕 

終
末 

ま
と
め
る 

 

３
分 

５ まとめる 

 

〇人それぞれよさがあることを学校生活

の具体的な場面を示しながら伝える。 

・宿泊学習で協力する

様子 

・運動会でがんばる様

子。 

・なわとびに取り組む

様子。 

・授業中に考える様

子。 

・宿泊学習での班活

動や，運動会の取

り組み，普段の授

業中の様子などを

写真で提示し，児

童のよさに気付か

せる。 

 

心
の
レ
シ
ー
ブ 

   

 

  

心

の

距

離 

ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
に
な
る
た
め
に
・
・
・ 

・
男
子
の
が
ん
ば
り
に
気
付
け
た
か
ら 

・
男
子
を
認
め
た
か
ら 

・
自
分
が
悪
か
っ
た
と
こ
ろ
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
た
。 

 

・
良
夫
の
が
ん
ば
り
に
気
付
け
て

い
な
か
っ
た
。 

・
自
分
は
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

・
男
子
二
人
は
悩
み
の
種
だ 

・
真
面
目
に
や
っ
て
ほ
し
い 

・
私
た
ち
は
本
気
な
の
に 

・
苦
手
な
人
も
い

る
ん
だ 

・
自
分
な
り
に
が

ん
ば
っ
て
い
る 

・
良
夫
の
が
ん
ば

り
を
分
か
っ
て

あ
げ
て
ほ
し
い 

お
互
い
の
違
い
を
認
め
，
よ
さ
に
気
付
く 

心

の

距

離 

ネームプレート 
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■
学
習
の
ふ
り
返
り 

＊
当
て
は
ま
る

に
色
を
ぬ
り
ま
し
ょ
う
。 

よ
く
考
え
た
。 

別
の
考
え
に 

気
づ
い
た
。 

自
分
を 

ふ
り
返
った
。 

■
〈
考
え
よ
う
①
〉 
「
良
夫
さ
ん
だ
って
、
が
ん
ば
って
る
。
」と 

い
う
言
葉
が
陽
子
さ
ん
の
心
に
引
っか
か
っ
た
の
は
ど
う
し
て
で

し
ょ
う
。 

■
〈
考
え
よ
う
②
〉
友
達
の
よ
さ
に
気
付
い
た
こ
と
（
授
業
中
、

休
み
時
間
、
宿
泊
学
習
、
お
楽
し
み
会
な
ど
で
）
は
あ
り
ま
す

か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
友
達
と
の
関
わ
り
で
大
切
に
し
た
い
こ
と

は
な
ん
で
す
か 

       

 

組 

番 

名前 

月 
 

日 

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

こ
れ
か
ら 

   

（ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

）
の
と
き
に
、 
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〈教材分析図〉 

1 教材名  心のレシーブ（東京書籍） 

2 ねらい  友達と互いに理解し合い，よさを認め合いながら人間関係を築いていこうとする心情を育てる。 

 

 主
な
場
面 

心
の
動
き 

価
値
の
関
連 

気
付
か
せ
た
い
こ
と 

主
な
発
問 

やる気のない男子に不安を高める陽子。  「良夫さんだって，がんばっている」とい

う直希の言葉が心に引っかかる陽子。 

 陽子が練習試合のあと「ううん。わたしの

ほうこそ，二人ががんばっていたことを知ら

なくて。」と声をかける。 

・男子 2 人は悩みの種だ。 

・私たちは本気で勝ちたいのに。 

・真面目にやってほしい。 

女子 

・良夫の頑張りに気付けていなかった。 

・相手の気持ちを考えていなかった。 

男子 

・自分なりにがんばっている。 

・良夫のがんばりを分かってあげてほしい。 

・男子の頑張りに気付いた。 

・自分の悪かったことを認めた。 

 

 

 

個性の伸長 

 

 

集団生活の 

充実 

・男子に苛立っている陽子。 

・男子と女子の心の距離が離れている。 

・相手の気持ちを考えていない陽子。 ・相手の気持ちを考えていなかったことに

少しずつ気付き始めている陽子。 

・自分の非を認め男子に声をかけた陽子の

よさ 

 陽子は，やる気のない直希と良夫に対して

どんなことを思ったでしょう。 

 「良夫さんだって，がんばっている」とい

う言葉が心に引っかかっているのはどうし

てでしょう。  ここまで陽子が変わったのはどうしてでし

ょう。 

友情・信頼 

友情・信頼 

 

努力と強い意志 

親切・思いやり 

相互理解 

友情・信頼 

相互理解 

 

感謝 

 

親切・思いやり 

相互理解 

親切・思いやり 感謝 

努力と強い意志 

感謝 

努力と強い意志 

反省 
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